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３
月
２
日
に
行
わ
れ
た
市
長
の
施
政
方
針
に
対
し
て
、
３
月
４
日
に
各
会
派
の
代
表
が
総
括
代

表
質
問
を
行
い
、
市
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
主
な
質
問
と
答
弁
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

―
―
三
位
一
体
改
革
に
対
し

て
、
今
後
の
対
策
と
行
動
は
。

答
弁

地
方
六
団
体
が
結
束

し
、
行
動
す
る
べ
き
で
、
全
国

市
長
会
の
構
成
機
関
で
あ
る
東

京
都
市
長
会
で
地
方
税
率
の
フ

ラ
ッ
ト
化
に
伴
う
問
題
な
ど
提

起
し
た
。
今
後
も
発
言
し
、
行

動
し
て
い
く
。

―
―
本
市
が
進
め
る
医
療
連

携
と
今
後
の
小
児
医
療
体
制
は
。

答
弁

医
療
機
関
と
開
業
医

と
の
病
診
連
携
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
積
極
的
に
か
か
わ

っ
て
い
き
た
い
。
こ
の
６
月
か

ら
公
社
化
（
17
年
４
月
）
さ
れ

る
多
摩
老
人
医
療
セ
ン
タ
U
内

で
４
市
行
政
と
５
市
医
師
会
に

よ
る
広
域
的
な
小
児
初
期
救
急

診
療
を
平
日
準
夜
間
帯
に
実
施

す
る
予
定
。
併
せ
て
、
今
後
の

小
児
医
療
体
制
の
充
実
を
検
討

し
て
い
る
。

―
―
地
域
産
業
の
活
性
化
に

向
け
、
具
体
的
検
討
を
早
急
に
。

答
弁

こ
れ
ま
で
の
地
域
産

業
振
興
会
議
で
の
検
討
結
果
を

踏
ま
え
た
具
体
の
行
動
に
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。
議
員
か
ら
提

案
の
進
出
企
業
に
対
す
る
税
制

上
の
優
遇
措
置
は
、
現
在
、
担

当
レ
ベ
ル
で
研
究
中
。
後
期
基

本
計
画
期
間
中
に
実
現
し
た
い
。

―
―
行
政
基
盤
の
再
構
築
の

た
め
に
、
近
隣
市
と
の
合
併
は
。

答
弁

分
権
時
代
に
お
い
て

本
市
が
自
立
し
た
存
在
で
あ
り

続
け
る
こ
と
を
希
求
し
て
い
る

が
、
市
独
自
の
課
題
を
解
決
で

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国

共
通
の
課
題
に
よ
っ
て
自
立
的

行
政
運
営
が
困
難
と
な
れ
ば
、

行
政
コ
ス
ト
の
削
減
は
、
合
併

で
し
か
実
現
で
き
な
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

造
改
革
に
取
り
組
む
中
で
、
市

民
の
任
意
性
・
選
択
性
の
高
い

も
の
は
、
応
分
の
負
担
を
求
め

る
と
の
考
え
方
で
、
が
ん
検
診

な
ど
に
受
益
者
負
担
を
導
入
。

―
―
非
課
税
世
帯
か
ら
保
育

料
を
徴
収
す
る
根
拠
は
何
か
。

答
弁

保
育
料
は
、
保
育
サ

U
ビ
ス
と
い
う
特
定
の
受
益
に

係
る
負
担
で
あ
り
、
共
通
業
務

運
用
指
針
に
掲
げ
る
受
益
者
負

担
の
適
正
化
指
針
を
踏
ま
え
、

今
議
会
に
改
正
案
を
提
案
し
た
。

―
―
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
の
所
得
制
限
の
撤
廃
を
。

答
弁

現
在
の
財
政
状
況
か

ら
大
変
難
し
い
。

―
―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

実
現
を
求
め
る
が
、
見
解
を
。

答
弁

特
定
の
地
域
住
民
へ

の
税
金
の
投
入
と
な
る
事
業
で

あ
り
、
広
く
市
民
意
見
を
求
め
、

研
究
し
て
い
く
課
題
と
考
え

る
。

状
態
が
続
く
限
り
、
市
政
構
造

改
革
を
進
め
、
中
・
長
期
を
見

通
し
た
健
全
な
財
政
運
営
に
意

を
用
い
る
、
危
機
宣
言
解
除
後

の
新
た
な
取
り
組
み
と
考
え
る
。

―
―
行
政
改
革
が
進
ん
で
い

な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
要
因
は

ど
こ
で
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

答
弁

職
員
数
・
人
件
費
の

削
減
は
、
定
年
等
退
職
数
に
応

じ
た
取
り
組
み
へ
の
比
重
が
大

で
、
時
間
を
要
す
る
。
原
則
、

退
職
不
補
充
を
貫
き
、
ア
ウ
ト

ソ
U
シ
ン
グ
も
含
め
た
改
革
を

進
め
た
い
。
改
革
の
推
進
に
は
、

市
民
側
の
自
立
も
欠
か
せ
ず
、

市
民
自
ら
担
う
仕
組
み
を
つ
く

り
上
げ
る
た
め
に
時
間
が
必
要
。

18
年
度
は
17
年
度
よ
り
歳
入
減

少
が
予
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
、

人
件
費
・
施
設
管
理
費
な
ど
の

行
政
コ
ス
ト
削
減
を
す
る
ほ
か

は
な
い
と
考
え
る
。

度
以
降
の
人
員
計
画
を
示
す
も

の
で
、
定
年
退
職
者
等
に
対
す

る
補
充
は
、
最
大
限
抑
制
し
、

職
員
数
総
体
を
削
減
す
る
た
め

の
考
え
方
も
示
し
て
い
き
た
い
。

―
―
今
後
の
保
育
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答
弁

現
在
、
社
会
福
祉
審

議
会
で
、
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
の
策
定
を
含
め
、
検
討

の
段
階
で
あ
る
。

市
民
が
か
か
わ
れ
る
啓
発
事
業

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

―
―
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

立
場
の
市
長
と
し
て
、
消
費
税

増
税
に
反
対
す
る
と
き
と
考
え

る
が
。

答
弁

地
方
分
権
時
代
に
お

い
て
も
、
安
定
的
な
財
政
運
営

に
必
要
な
財
源
が
確
保
で
き
る

こ
と
な
ど
を
申
し
入
れ
た
地
方

六
団
体
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
と

と
も
に
、
必
要
な
税
制
改
正
は

行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

―
―
介
護
保
険
の
見
直
し
法

案
が
本
年
２
月
に
国
会
に
上
程

さ
れ
た
が
、
サ
U
ビ
ス
受
給
者

へ
の
影
響
は
。

答
弁

17
年
10
月
か
ら
施
設

で
の
居
住
費
、
食
費
の
自
己
負

担
が
前
倒
し
で
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
最
大
の
も
の
。

―
―
健
康
診
断
の
有
料
化
は
、

受
診
抑
制
を
招
く
。
中
止
を
強

く
求
め
る
が
。

答
弁

全
庁
挙
げ
て
市
政
構

公
　
明
　
党

公
　
明
　
党

公
　
明
　
党

―
―
分
権
時
代
を
生
き
抜
く

真
の
自
立
に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ

を
上
る
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る

と
し
て
い
る
が
。

答
弁

事
務
事
業
評
価
334
項

目
の
改
革
・
改
善
に
踏
み
込
ん

だ
こ
と
、
三
位
一
体
改
革
が
不

十
分
だ
が
前
進
し
て
い
る
こ
と
、

職
員
の
意
識
改
革
の
進
行
、
市

民
側
の
自
立
の
芽
生
え
を
感
じ

る
な
ど
を
踏
ま
え
た
も
の
。

―
―
公
約
に
掲
げ
た
東
久
留

米
市
元
気
計
画
の
達
成
度
は
。

答
弁

懸
案
課
題
の
い
わ
ゆ

る
３
事
業
に
道
筋
を
付
け
た
こ

と
、
行
政
評
価
制
度
の
導
入
な

ど
行
財
政
改
革
の
徹
底
を
図
り
、

24
項
目
は
達
成
、
も
し
く
は
進

行
中
。

東久留米ふれあいウォーク　イベント・物産即売会

―
―
財
政
危
機
宣
言
し
、
東

久
留
米
市
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
。

答
弁

市
民
の
皆
様
の
理
解

を
求
め
つ
つ
進
め
て
い
る
市
政

構
造
改
革
は
、
本
市
独
自
の
問

題
（
実
力
以
上
の
行
政
運
営
・

受
益
と
負
担
の
不
適
正
な
関
係

な
ど
）
を
解
決
し
つ
つ
あ
り
、

一
定
の
歳
出
削
減
効
果
を
上
げ

て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
経
済

の
動
向
・
地
方
財
政
制
度
な
ど

か
ら
派
生
す
る
歳
入
減
少
に
は

対
応
で
き
て
い
な
い
と
い
う
の

が
実
情
で
あ
る
。

―
―
行
政
改
革
は
、
ど
の
よ

う
に
進
ん
だ
か
。

答
弁

懸
案
課
題
の
３
事
業

は
、
手
法
変
更
で
決
着
の
道
を

付
け
、
事
務
事
業
評
価
334
項
目

の
う
ち
、
17
年
度
に
反
映
で
き

な
か
っ
た
も
の
な
ど
は
、
引
き

続
き
、
そ
の
実
現
を
目
指
す
。

―
―
事
務
事
業
評
価
制
度
だ

け
が
行
政
改
革
の
手
法
か
。

答
弁

量
の
み
削
減
す
る
旧

来
手
法
は
、
今
日
の
事
態
に
対

応
で
き
な
い
と
理
解
。
何
を
何

の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
改
め
、

ど
う
い
う
状
態
に
す
る
の
か
を

説
明
で
き
る
よ
う
設
定
す
る
と

い
う
本
質
部
分
は
、
本
市
採
用

の
手
法
と
変
わ
ら
な
い
と
理
解
。

―
―
財
政
危
機
宣
言
の
解
除

は
い
つ
か
。

答
弁

18
年
度
予
算
が
財
政

調
整
基
金
を
投
入
せ
ず
編
成
で

き
れ
ば
、
解
除
し
て
も
よ
い
。

し
か
し
、
全
国
の
地
方
公
共
団

体
に
共
通
す
る
課
題
が
次
々
と

押
し
寄
せ
、
本
市
の
改
革
・
改

善
の
財
政
効
果
を
飲
み
込
ん
だ

―
―
施
政
方
針
で
は
東
久
留

米
が
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
の
か
、
ビ
ジ
ョ
ン
が

見
え
な
い
が
。

答
弁

地
域
経
済
を
活
性
化

さ
せ
、
行
財
政
改
革
を
徹
底
し
、

高
齢
者
が
ゆ
と
り
を
持
ち
暮
ら

せ
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
育
ち
、

女
性
が
生
き
生
き
働
き
、
参
加

で
き
る
ま
ち
を
つ
く
り
上
げ
る

こ
と
が
私
が
市
長
の
座
に
あ
る

限
り
、
追
求
す
べ
き
テ
U
マ
で

あ
る
。

―
―
市
有
財
産
を
売
却
し
て

ま
で
、
な
ぜ
、
今
、
３
事
業
実

施
な
の
か
。
そ
の
意
義
は
。

答
弁

前
市
政
か
ら
議
会
で

度
重
な
る
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

最
大
の
政
治
課
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
業
を
放
置
し
た
ま
ま
で

行
財
政
改
革
は
推
進
で
き
な
い
。

決
着
を
付
け
、
次
に
進
む
べ
き

と
判
断
し
た
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

―
―
―
税
収
確
保
の
た
め
、
子

育
て
支
援
策
を
中
心
と
し
た
担

税
世
代
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
に
政
策
転
換
を
す
べ
き
。

答
弁

ラ
イ
フ
ス
テ
U
ジ
の

一
部
に
特
化
す
る
の
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
応
じ
て
必

要
と
さ
れ
る
施
策
は
、
人
々
の

支
え
合
い
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、

ど
の
世
代
で
も
東
久
留
米
に
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
施

策
展
開
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

―
―
職
員
給
与
の
東
京
都
給

料
表
へ
の
移
行
に
伴
う
課
題
は
。

答
弁

勤
務
条
件
の
中
で
、

最
も
重
要
な
事
項
と
認
識
。
実

施
に
向
け
て
の
ハ
U
ド
ル
は
多

く
あ
る
が
、
関
係
機
関
と
の
協

議
に
誠
意
を
持
っ
て
当
た
り
、

実
現
へ
扉
を
開
い
て
い
き
た
い
。

―
―
定
員
適
正
化
計
画
に
つ

い
て
、
市
側
の
考
え
が
見
え
て

い
な
い
。
今
後
10
年
間
に
大
幅

な
定
年
退
職
を
迎
え
る
が
、
退

職
者
不
補
充
で
は
限
界
が
あ
る
。

計
画
を
立
て
る
べ
き
。

答
弁

こ
の
計
画
は
、
18
年

間

断

な

き

行
革
の
推
進
を

市
有
財
産
を
売
却
し

な
ぜ
、３
事
業
実
施
か

真
の
自
立
に
向
け
た

体
制
づ
く
り
を

軸
を
一
に
す
る
も
の
と
考
え
る
。

―
―
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
制
度
化
を
改
め
て
提
案
す
る
。

答
弁

試
行
実
施
し
た
が
、

意
見
よ
り
要
望
が
多
く
、
市
民

に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ

れ
る
。
意
見
募
集
の
周
知
方
法

・
テ
U
マ
の
設
定
な
ど
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
研
究
す
る
段
階
。

―
―
指
定
管
理
者
制
度
導
入

で
、
公
の
施
設
管
理
の
今
後
は
。

答
弁

公
民
館
・
地
域
セ
ン

タ
U
等
、
す
べ
て
の
公
の
施
設

を
対
象
に
制
度
を
導
入
す
る
と

と
も
に
、
民
に
委
ね
ら
れ
る
業

務
の
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

―
―
後
期
基
本
計
画
の
考
え

方
を
伺
う
。

答
弁

三
位
一
体
改
革
等
の

影
響
を
見
通
す
と
市
税
の
落
ち

込
み
を
カ
バ
U
す
る
に
至
ら
ず
、

計
画
期
間
中
の
財
政
は
厳
し
い
。

今
以
上
に
選
択
と
集
中
の
手
法

を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え

る
。―

―
保
育
園
の
公
設
民
営
化

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

市
民
へ
の
負
担
増
で
な
く

暮
ら
し
を
守
る
市
政
を

―
―
①
憲
法
９
条
の
見
解
と
、

②
市
の
平
和
事
業
の
充
実
を
。

答
弁

①
日
本
国
の
最
高
法

規
で
あ
り
、
市
政
を
預
か
る
長

と
し
て
当
然
尊
重
し
、
擁
護
す

る
義
務
が
あ
る
。
②
「
平
和
の

尊
重
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
と
し
、
一
人
で
も
多
く
の

―
―
市
長
選
挙
時
に
掲
げ
た

30
項
目
か
ら
な
る
公
約
の
東
久

留
米
市
元
気
計
画
の
検
証
は
。

答
弁

懸
案
課
題
の
い
わ
ゆ

る
３
事
業
に
道
筋
を
付
け
た
こ

と
、
行
政
評
価
制
度
導
入
な
ど

行
財
政
改
革
の
徹
底
を
図
り
、

24
項
目
は
達
成
、
も
し
く
は
進

行
中
。
６
項
目
は
未
達
成
の
状

況
。―

―
市
長
の
政
治
姿
勢
は
、

あ
く
ま
で
Ｎ
Ｐ
Ｍ
が
基
本
で
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
棚
上
し

て
の
改
革
か
。

答
弁

効
率
と
成
果
を
重
視

す
る
一
つ
の
方
法
が
Ｎ
Ｐ
Ｍ
。

協
働
は
、
行
政
と
民
間
団
体
等

が
役
割
分
担
し
、
地
域
の
課
題

を
解
決
す
る
も
の
で
、
齟そ

齬ご

を

来
た
す
関
係
に
な
く
、
成
果
を

重
視
す
る
視
点
か
ら
言
え
ば
、

社
会
社
会
・
市
民
会
議

市
民
会
議

社
会
・
市
民
会
議

理
念
な
き
市
民
不
在
の

行
政
運
営
は
Ｎ
Ｏ
！

と
調
理
委
託
の
整
合
性
は
。

答
弁

調
理
員
の
定
年
退
職

等
に
よ
り
、
安
定
し
た
給
食
提

供
が
困
難
に
な
る
。
本
年
10
月

か
ら
２
園
対
象
に
公
設
民
営
化

（
運
営
業
務
）と
切
り
離
し
て
給

食
業
務
を
委
託
し
、
給
食
業
務

等
の
充
実
を
図
る
と
い
う
も
の
。

３
事
業
と
は

★
滝
山
小
学
校
跡
を
リ
ニ
ュ

U
ア
ル
し
、
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
U
を
設
置
。

★
弁
当
併
用
ス
ク
U
ル
ラ
ン

チ
方
式
に
よ
る
中
学
校
給
食

の
実
施
。

★
旧
本
庁
舎
跡
地
に
地
区
セ

ン
タ
U
の
建
設
。

Ｎ
Ｐ
Ｍ
（
ニ
ュ
U
パ
ブ
リ
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
と
は

★
民
間
市
場
の
資
源
を
効
率

的
に
使
う
考
え
方
、
あ
る
い

は
、
市
場
の
競
争
の
仕
組
み

を
取
り
入
れ
行
政
運
営
を
行

う
こ
と
。


